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於東洋大学「地球環境問題とエコ・フィロソフィの課題」
京都大学大学院人間・環境学研究科　共生人間学専攻
　　　　　　　　　　　　教授　カール・ベッカー
　20世紀は、西洋の理想と哲学の究極的表象と見なしてよいかもしれない。謂わば「文
明国」が自然と「未開民族」を支配しようと試み、その限界まで押し進められた世紀であ
ったtしかし21世紀では、その近代西洋啓蒙主義とN間中心主義の非永続性が広く認め
られ、大いに批判される時代となりつつある，本発表は、日本が抱える環境問題等を確認
した上、近代西洋世界観の限界を明らかにし、その代換と成り得る日本の伝統的思想の応
用と将来性を探る，
　戦国時代に継ぐ江戸時代はずっと平和を保っていた事が、非常に意味のあることである。
なぜならば、貧病争を乗り越え、極めて高い人口密度を維持しながら、高い水準の文明を
支え続けることが出来たからでもある，動物社会においても人口密度が高まるにつれて、
葛藤や暴力が増えることが証明済みであるc江戸時代の日本は、資源が大変に限られたに
も拘わらず、高密度の状況下で、目覚ましい文明と、世界に類の無い低い犯罪率と、しか
も持続可能なゼロ成長率経済とを実現したのである。現代も様々な資源の限界や人口密度
の増加に出会うが、そこで江戸時代の智恵が益々社会のためになるのではないであろうか。
但し、現代日本の社会はあまりにも急速に変化しつつあるので、東洋思想を取り上げよう
と思ったら、西洋の影響以前の江戸時代等を中心に考えた方が、東洋的・日本的と言える
宗教思想をより純粋な形で見られるであろう．その思想は主に儒教（特に朱子学と陽明学）
及び日本化された大乗仏教思想と共に、土着信仰とも言うべき神道的伝統と国学を意味す
るが、その複数の宗教思想が平行し共存していた環境の中では、西洋で見られる様な唯一
真理を持っているつもりの宣教的で排他的な宗教が流行れなかったのであるc，日本の宗教
思想を発掘する作業によって、地球・人類の未来のために何かのヒントを得られたらとの
願いを込めて本発表をする。簡単化すると、前者から後者への移行は次の様な世界観の大
変革と言えるであろう，（1）直線的な世界観から循環的な世界観へ（「輪廻転生」「不殺生」
「勿体無く有難く」等参照）（2）奇跡的救済から因果応報へ　　「縁起」　　「宿徳」（3）
自然支配から自然崇拝・尊重へ「竹箒も五百羅漢」（4）科学万能主義から有機全体の健康
へ「自然法爾」「自他同一」（5）個人主義から相互依存へ「御恩返し」「往相回向還相回向」
（6）競争社会から協調社会へ　　「解脱煩悩改悟成佛」（7）富と消費の賛美から成人道へ
「厭離磯士欣求浄±」（8）絶対的・普遍的価値体系から共通の価値観へ　「同舟相救」「天
罰観面」
（1）　直線的世界観から循環的世界観ヘ
　ユダヤ教、キリスト教、イスラム教等、西洋の主要宗教に於ては、地球も生物も、或い
は人間個々人に至っても、謂わば一直線の歴史を持つとされている。っまり、創造主の神
が「無」から天地を創造し、後に破壊してしまうのである．世界には、始まりと終わりと
が有り、しかもその始終は飽くまでも人間を中心とした時の流れの中で語られる．即ち、
西洋宗教は地球の歴史が人間の歴史であり、アダムまで遡っても、紀元前四千だけである
16 第・回　シンポジウム　　「エコ・フィロソフィ」の構築をめざして
し、世の終わりまでもあと数百年しかない様な感覚を持っている。
　確かに、最近のキリスト教徒は、世界がアダムからではなく　「ビッグ・バン」から始ま
ったと再解釈するかも知れないが、いずれにせよ、地球史を含めて、物事を直線的に考え
る傾向にあると言える．地球同様、人間も神様の意図によって「無」から生れ、一度限り
の人生を地上で送り、身体はくちはて、霊魂は最後の審判によって永遠の天国や地獄を待
っ存在なのである，
　ここでは、この様な思想自体の検証を論じるつもりはない．むしろ一直線的な世界観に
付随して発展した「使い捨て文化」を見直したいのである．西洋人はしばしば、地球を舞
台に、そして人間を舞台で演じる俳優に喩えて考える，ならば舞台も一時的な物で、舞台
を造るのも取り外すのも神であり、人間ではない一俳優たる人間は美しく印象的に振る舞
えばよく、舞台自体を改善・保護する責任は殆ど無い一俳優の手の届かない所で、舞台の
運命が既に予定されているので、自分の短いせりふ（人生）を直線的に演じればよいL次
世代の役者がどう演じるかは、現職の役者の問題ではないし、それまでに舞台が変わった
としても、それは役者よりも監督ないしはセットの創造者の問題であると片付けられる。
　換言すれば、人間の時間観のみで舞台の意味を考え、評価を下そうとする傾向がある。
物質を全て「資源」と名付け、あたかも人間利益の為の道具かの様な扱い方をする。であ
るから、資源が無くなるとしたら、地球が「無」から創造された様に、また奇跡的な何か
が現われるであろうという発想もする。更には人間は海底・地下・或いは他の惑星に住む
様になるかも知れないと、SF的な夢まで見てしまう傾向にある。
　しかし21世紀の現実を推測すると、この様な世界観は危険を伴う錯覚である事に気付
くであろう。使い捨て文化は既に極限状態に達しており、現在のペースで資源を消費して
いると、次世代までも持たない事は見えている。石油は半世紀で殆ど無くなる。飲料水は
益々貴重になってゆく。アジア諸国は次々と輸出国から輸入国へと転落し、アフリカ諸国
も迫り来る砂漠化によって耕作地が激減する。21世紀は、食料、燃料、土地等の問題か
らはもはや目をそらせられない時代である。
　これらの危機に対する唯一の対策は、直線的、一度限りの「使え捨て」思考から、永続
的に維持が可能な「循環」思考へ移向であろう。無論、日本でも明治時代は歴史を神武天
皇まで遡ったり、「神任せ」等の諦めの発想はなきにしもあらずであったし、戦後は西洋の
模倣で、消費美化や使え捨ての文化が案外深く日常化してしまった。しかし日本従来の生
活様式によれば、物の由来と行方を認識した循環式発想が浸透していたと言えよう。昼夜
の循環、月日の循環、四季の循環は勿論のこと、人生の生老病死の循環や、六道輪廻の霊
魂の循環まで、世界観自体もかなり循環的であった様に思われる。
　江戸時代の衣食住を考えると、徹底した循環式が浮かび上がってくる。衣類の殆どは、
近くで採れる麻で出来、洗う度にほどき、部分的に循環させることによって、何代にも亙
って着古された。町は、近くの農園から穀物や野菜を購入した換わりに、人糞や排泄物を
肥料として農園に返して循環させた。（無論、高密度の人口を支える為には、非経済的な動
物蛋白質の多量消費は許されない。）家は全て有機材料で造られ、修理する時は、近くの土、
竹、わら等を利用したし、倒壊した際は無害な土に戻るのであったc島国の日本はこの様
に、何百年に亙って、数多くの人口を高い文明の水準で維持が出来たのである、
　何も鎖国を賛美するつもりもなければ、過去に戻ろうと言う意図もない。ここで強調し
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たい点は、地球全体も謂わば島国の様なものであり、資源等を上手に循環的に利用しなけ
れば、長続きはしないということである．そういう意味に於て、今後は循環的な発想が益々
不可欠になってくるはずである，
　より具体的に言うと、あらゆる資源、植物、産物等が再利用、リサイクル出来る様にせ
ねばならないし、最小限のエネルギーで物を無駄無く造ったり使用したりしなければなら
ないのであろう。衣食住では、限界が見えている石油の様な資源から衣類等を作る賛沢は
許されなくなるし、消却時にダイオキシン等の猛毒物質を出す様なポリ・ビニル系も危険
視される様になるであろう一たとえ食物を輸出する国が残ったとしても、石油の値が高騰
するにつれ、日本までの運送が困難になるであろうし、健康面から考慮しても、ポスト・
ハーベスト等の害を割けるには、国内で生産される農産物が経済的・健康的であると再評
価されるであろう。尚、化学肥料の限界が認識されるに従い、有機農業が盛んになる事は
必至である。エネルギー危機にさらされるにつれ、遠方通勤を前提とする、完全冷暖房の
高層ビル建築も非現実的となり、住居と職場が密着した生活や、軒下と縁側、階段等が復
活してもおかしくない時代に変わるであろう．
　「勿体無い」という発想は遠からず蘇るであろう，食物が不足すれば、大豆やトウモロ
コシを飼料にせずに、日本人は有難く頂く様になるであろう．燃料が不足すれば、エンジ
ンのアイドリングや自動車の一一人乗り、不必要な旅行までもが「勿体無く」思われてくる。
数十年も経たない内に、化石燃料の発電は世界的なCO2税と規制で、そして原発は廃棄
物の管理・事故防止等の問題で事実上、利用不可能になる事は、現在でも疑う余地は無い。
もう一度、全てのエネルギーを永続・∫能なソーラー、風力、地熱、海力等でまかなわなけ
ればいけなくなるであろう。益々「使い捨て」は許されず、「循環的」な発想が常識になら
ざるを得ないのである。
「勿体無く」「有難く頂く」等のことを言うまでもなく、「循環的哲学」そのものは、古く
から日本佛教の中で見られたのである。人間は「自力」で日光を照らさせることも青空か
ら雨を降らさせる事も出来ない．我々人間の存在自体も唱力」のみではなく、自然の偉
大なる「他力」次第である。そして人間生活を営む為には、資源消費や殺生の罪を犯さざ
るを得なく、そこから「申し訳無い」気持ちが浮かぶのも当然であろう。昔からこれらの
「日本的思考」は生活に浸透して、当然に思われていたのであろうし、最近捨たれたとよ
く言われるが、将来的には、日本的・佛教的だからだけではなく、多量消費による物質主
義の時代の破綻という事からも、21世紀のキーワードになるかも知れない．
（2）　奇跡的救済から因果応報へ
　殺生等は致し仕方のない必要悪であると弁明した処で、罪で無くなる訳ではない。逆に
考えれば考えるほど、他者の痛みを最低限に減らし、我々の犠牲になる万物（他者・動植
物）の苦しみを少しでも無意味に終わらない様に努めたくなるはずである。西洋宗教の
思想の中でも、罪の意識は大いに取り挙げられるが、二れは飽くまでも超越者に対する罪
であり、万物や環境に対する罪の意識ではない。西洋の歴史や人生のドラマには、天から
下る神によって救済されて終わるものがある、罪の世界、人間の世界が滅びる時に、神様
が人の肉体を復活させ、新世界を奇跡的に復活させる脚本になっているのである、天国に
おける食料供給や人口問題は、最初から視野に入っておらず、神に任せきりである、人の
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肉体も地球も遠からず終わる運命にあるので、精神さえ大切にすれば良い訳であり、身体
を大事にするとか地球を大事にして子孫に残すと言った関心は比較的に薄い、
　また、中国古典と同様に、19世紀のアメリカ人は大地や海にいくら物を捨ててもそれ
なりに浄化されると考えがちであった、しかし最近は、大地や海にも浄化作用の限界が奴
実であり、特に自然分解不可能な物質は、もはや捨てては居られないことが常識になりつ
つある、自然は循環的であるからこそ、人間の全ての行為が自然環境に影響を及ぼしてい
るのである。つまり「無」から生まれる物もなければ、「無」に消えてくれる物も無い訳で
ある．西洋宗教によれば、汚染された人体がすぐに亡くなり復活すれば良かろうが、死な
ずに何年もの癌や痴呆症で患い、汚染された地球も、すぐに滅びて復活すれば良かろうが、
段々と破壊されてゆく，現状の中には奇跡的な救済はどこにも見当たらない，
　CO2に代表される温室効果ガスはこの分でゆくと今後百年の間、地球温度を2度以上も
上昇させ、南極の氷山を溶かすにつれてプランクトンの自然発生が激減するであろう。僅
か30年の間に、CFC汚染はオゾン層を大きく破壊し、突入するUVB紫外線が海面食物
連鎖の基本であるオキアミの卵を殺すのである、人間が深く考えずに使う自動車や冷房機
が、海全体の生命を奪ってしまう訳である、
　またNOxやSOxが酸性雨として地上降り、耕作を困難にし、湖も殺してしまうと思
われる，タバコやディーゼルの煙は肺癌を、PCB、ダイオキシン、トリハロメタン等が
肝腎膵臓癌を増加させる。アルミ、有機水銀、廃棄電池等の重金属類は神経障害やアルツ
ハイマー病を増やしてしまう／t数えだすときりがないが、何らかの形で、廃棄物の殆どが
我々に悪影響を及ぼしているのである。
全ての行為には、必ず対応する反応があるということは、何も先端物理学の新発見ではな
い。佛教の因果応報は二千年もの前から、その行法を説いている、心身の行為＝カルマ（掲
磨）は、不可避の結果を呼ぶ。この限界と因果の認識は、過去の佛教のみならず、現代の
環境問題を理解する為にも非常に大事な物の見方であろう。近い将来、有機物を再利用出
来る肥料とガス燃料に分解する為に細菌等に依存せざるを得ない時代になる。無機物を全
て再分解し、洗浄し溶かし直すなど、再利用せざるを得ない，r熱や煙などもなるべく逃が
さないで、有効に利用しなければならなくなる。そして全ての物の価格に、リサイクルす
るコストが加算される様になるであろうuその様な認識や経済制度が普及して初めて日常
レベルで因果応報を認める事になり、永続i出来るシステムの設立に繋がるのである。
（3）　自然支配から自然崇拝・尊重へ
　西洋宗教によれば、人間は自然の中の存在ではなく、自然の上に立つ支配的な存在であ
るとされる。二元論的に物を白黒に分けようとする傾向にあり、人間対自然、家畜対野生
動物、文明対未開発民族等と、善悪に二分する物の見方が強いLt自然を支配し、「原始人」
に文明（＝キリスト教や回教）を教え込み、害虫や害獣を全滅させる事が神に与えられた
人間の使命だという信仰が、つい最近の少数派民族による運動や無農薬運動が起こるまで、
幅広く信じられてきたのである。この二元論的善悪判断法は、国際交流に於ても、環境保
護に於ても逆効果であることは、日本人に言うまでもないであろう。
　例えば、一種類の「害虫」を全滅させようとすると、その虫の受粉に依存する植物は滅
してしまい、また害虫を食べる野鳥も絶えてしまうのである。そして食物連鎖を通して殺
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虫剤に含蓄される有毒物質が他の動植物に蓄積され、奇形児や病気を生んでしまう事は、
漸く広く知られる様になった、また人間が琵琶湖にブラック・バス、五大湖にサーモンを
移植した為に、現地の珍しい魚介類を絶滅の危機にさらしているttこれらも食物連鎖を破
壊した忘れがたい例である．
　動植物の多様性は決して美学的な問題だけではない、地球のバランスや人間の存在の鍵
にもなるのであるr例えば、19世紀まで栽培された何千種類もの穀物の内、現在ではそ
の一割も残されていない，その’割の種類は、大量の科学肥料と水を与えれば、「緑の革命」
と賛美された程の収穫が一時的に可能になったかも知れないcしかし今後ますます深刻に
なる砂漠化、塩素化、酸性雨、温暖化等の課題に対して、残された数十種類は果たして生
き残る力を持っているであろうか／一自然の雨量や僅かな有機肥料だけで栽培可能な穀物類
が、もう一度21世紀に見直されるはずであるが、それらは大して保存されていない。人
間の力でまた新状況に対応する種を果たして素早く作れるであろうか。クローンの例を考
えてみても、クローン食物は腫瘍発生と免疫力低下の原因として既に注目されている。確
かに薬物実験等ではクローン動植物を利用した方が、バラツキが少なくなるが、その反面、
自然人口に対する類似性や応用の適性は逆に難解になってしまうc遺伝子の多様性が少な
くなればなるほど、将来の適応性を減少させることになる。自然の多様性を守るべき理由
は、人間の目前の利益と成るからではなく、長い目で地球全体のバランスと存続に繋がる
からである。
　以上の事を考慮に入れると、人間は自然を支配する知識はそもそも持っていない様であ
るし、その試みは大体逆効果であった事が分かる。むしろ私達の歴史は、飽くまでも人間
は自然の一部であり、もっと謙虚にその相互依存を認識すべきではないかということを示
唆している、
日本の神道は勿論のこと、道教や佛教も人間を支配者としてではなく、万物の中に位置づ
け、また万物はお互いに依存し合う存在であることを提唱してきた。（もっともこの世界観
は東洋のみの独特な発想ではなく、多くの原始宗教に見られ、主に東洋でこの世界観が何
世紀もの熟考や議論を通して哲学のレベルまで発展した。）
（4）　科学万能主義から有機全体の健康へ
　20世紀は「科学万能信仰」の時代として覚えられるかも知れない。疫病から戦争まで、
人類の抱える諸問題を科学克服してくれるであろうと、広く期待されたのが事実である。
「徽菌を消毒する」抗生物質、「戦争を不用にする」原爆や化学兵器が発明された。傾向と
しては障害や死さえも隠して、あらゆる問題が科学の力で克服されたかのような錯覚を私
達は持っ．：実際は、科学技術の進歩にも拘らず、問題は拡大する一方であるt．原発は毎日、
広島原爆の何十倍もの核廃棄物を出し、依然として安全な処理方法は考えられていない。
抗生物質に対して抵抗力を持つ「スーパー徹菌類」も増加しているし、殺菌、種痘、抗生
物質等が伝染病を一時的に止めた・方で、不治の新病気を生んでしまったのである．細菌
消毒に使用される浄水所の塩素が、水道管の中で発癌性物質であるトリハロメタンを発生
させるのは周知の事実である。医療では欠陥生児や老人の延命は可能になったものの、健
常者として暮らさせるまでには至っていない，
　分析的科学が、各問題の単一原因を隔離しようとするのに対して、自然の病気や人間の
20 第一回　シンポジウム　　「エコ・フィUソフィ」の構築をめざして
生活は、そう単純に分析出来るものではない、百年前の菌類による病気と異なり、現在日
本人の死因となる癌、脳卒中、心筋梗塞や動脈硬化等のハ丙気は、何十年もの生活習慣と汚
染蓄積による、複数の原因によるものであり、一発の注射で直せるものではない．
単源因説に対して、佛教は以前からどの現象に関しても多数原因説を提唱してきたので
ある．また、東洋医学の古典を読んでも、人体と家族環境や自然環境を包括的に捕えてい
ることが目立つ、生老病死に対すろ戦いは、自ら無理である．むしろその四苦八苦をどの
様に再解釈し、精神がそれらに悩まされないでいられるかが佛教の狙いである＝これは仏
教の基本的洞察であるt．肉体の救急を甲心に学ぶ西洋医療では、不治の病気を抱える患者
の精神的治癒が上手に出来ているとは言い難い、治療の限界と精神の役割を悟る赤髭的医
者が益々必要とされる時代になってきている、
　（5）　個人主義から相互依存へ
　古典の原子論では、全物質は顕微鏡的なミクロなレベルのビリヤード・ボーノレの様なも
ので、自然法則に従っても、基本的に他のビリヤード・ボールと影響し合うことを余り考
慮しなかった一ロックやルソーの様な啓蒙主義者は、この発想を人間社会にまで想像して
当てはめてみたのである。例えば、男性は基本的に個人であり、そして他人の自由を奪わ
ない限り、全ての行動は自由と認めるべき、と自由論者は提唱したのである。資源と比べ
て、人口が非常に少ない状況においてしか、この様な発想は生まれないであろう。当時の
欧米社会には、無限な土地と資源があるかのような感覚があり、他人の束縛を嫌う者は、
自由に人の殆どいない新大陸にいつでも移れる権利を提案したりした。（無論、女性、奴隷、
原始人等は、自由な人間の範疇に入らない．）
　日本的に、或いは佛教的に考えると、この様な自由論はナンセンスに近い錯覚としか言
えようがない、全ての行動は勿論のこと、人間の存在そのものまでが耐えず他人に対して
影響を与えるものだと認識するからである、一人が酸素を吸えば、隣の人は同じ酸素を吸
えない，：自分が食べ物を食べれば、他人が食べられなくなるのみならず、それを作り運ぶ
為の土地や肥料、労働等も自分が支配することになり、他人の可能性を奪ってしまうので
ある．一人が便所でも電話でも使えば、他人は同じ物を同時に使えないばかりか、自分の
使い方によっては、次の利用者の気持ちが違ってくるのである。
　人間の存在自体は、家族、社会、教育等によるものだけではなく、農家、発電所、交通
機関、病院等、広い意味で社会に依存している．アラスカやオーストラリアの荒野を除い
ては、「独立」する「個人」はそもそも神話にすぎない，人間社会との相互依存はもはや疑
う余地のない事実である／t
　例え医療においても同じことが言えよう，鎌形貧血症の遺伝子には、貧血症と同時に、
マラリアに対する抗体性もあり、貧血症のみを直そうと思っても、結局両方に影響を及ぼ
してしまう．遺伝子工学の中で、一つだけのゲノムを操作する治療は試みられているが、
その影響が予期せぬ形で人体の予期せぬ所に必ず出てしまうのであるc
　切っても切れない人間関係という思想は、孔子の「名を正す」や佛教の「縁起論」に、
そして日本語や韓国語の様な言語に深く根を降ろしているc文章の基本は、情報中心の単
複による問題ではなく、人間同士の距離や上下関係を表すものであった。言語や発想は自
然に進化するものであるが、21世紀では、人間の「自由」の主張を止め、個人の自粛な
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いし、法律で個々人を規制する他は無くなるかも知れない、
　（6）　競争社会から協調社会へ
　百数十年前に、ダーウィンが進化論を提唱し、×きな反響を呼んだ．人間が霊長類に遡
るという意味に於ては、少々東洋的にさえ思われるが、それよりも適者生存の理論が社会
に影響を及ぼした一独占主義、人種差別、性差別、そして資本主義的に富の蓄積は皆、社
会ダーウィン主義で正当化されたのである　更に最近は、．利己の遺伝子」や「盲目な時計
屋」といった本は、生物学的な理論に基づき、利己主義まで弁明したり、或いは、「裸な猿」
や「キラー・エイフ」等の本は、男性の攻撃性を猿類の自然史に結び付けたりしている．
このような理論は、西洋の宗教観や世界観に上手く直合するかも知れないが、最初からダ
ーウィンの科学を誤解しているのである。
　ダーウィンの観察は、個人の幸福や成功についてのものではない一むしろ種属全体が他
の種属と競争して生き残るのを可能にした特徴について論じたのである。逆に言うと、各
種族は、永く存続する為に、各メンバーの幸福や自由より種族全体の立場を強調するとい
う前提に立っている．また士地と資源の限界こそが種族同士の競争の根底にあることを、
ダーウィン自身は良く理解していたが、次世代のダーウィン主義者達は、環境の役割等よ
りも競争自体の意味に重点を置いてしまったのであるc
　聖書やコーランが賛美する競争や聖戦は、21世紀にこそ禁物とせざるを得ない。仮に競
争する本能が遺伝的に刻み込まれているとしても、そのような本能を超越出来るか否かに
よって人類の行方が決まるであろうL冷戦後、ずさんな管理の下で、核兵器が旧ソ連圏か
ら第三世界へと拡散し、理不尽や過ちによる核兵器使用の確率は高まっている。民族紛争
や資源確保の戦争は、部族同士の喧嘩から世界的な悲劇までエスカレートする例は続発し、
後を断たない。仮に最新兵器が使われずに済むとしても、既存兵器の維持、保証、安全分
解の問題が残るであろう。即ち、現代科学のカで創造した何万発もの核兵器や化学兵器を、
現代科学のカだけでは、永久保存も安全分解も出来る保証もないのである、
　やがては「暴力と競争への傾向を克服し、協力への道を歩めるのか」と、人類は自問目
答すべき時期に至っているt母系族猿類の研究や、伝統社会の協力の研究によれば、暴力
と競争は決して必然的な特徴とは言えない、人間は平和で永続可能な社会を子孫に残した
いならば、暴力的に現われる欲望を抑制し、協力の喜びを学ばねばならないのである．
　人口密度が昔から高かった東アジア等では、共存する共同体が当然であり、それ以外の
道は無かったtt例えば、百万人都市の京都や江戸は、植民地主義的な軍事支配によらず、
近隣地方との協力によってそれだけの人口を維持した一t各市町村も大家族を中心に、共同
体は競争ではなく、協力によって機能したのである。災害時には助け合い、労働では励ま
し合い、豊作の時には喜び合い、祭の時にも祝い合う組織が存在していた，一部の武家を
除いては、武器の所有は許されなかったので、何か問題が生じた場合、決闘や訴訟ではな
く、話し合いや譲り合いによる解決が求められたのである、人権や個人の自由等が尊重さ
れなかった反面、市町村の平和な存続には大いに貢献したと言えるであろう、
（7）富と消費の賛美から成人の道ヘ
マックス・ヴェーバーによれば、中世ヨーロッパの禁欲と騎士道を根本的にくっがえし
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たのは、産業革命を思想的に支えるプロテスタント労働倫理の再解釈であった。即ち、富
は汚い物ではなく、神による選民の祝福の証明であるという解釈に基づいて、カテの為の
労働の賛美が、金持ちの賛美へと変容したのであるttそれまでの「富」は、主に土地、屋
敷、家畜や召使い等の数で計算されたが、銀行と資本の発達に伴い、物質だけでは表せな
い程に金持ちの実業家が出現した。その結果、人間の価値自体が資本の獲得と資源の消費
で計算される様になったのである。現在でもこれがGDPやGNPによる国家の評価に反
映されている一GDPやGNPによる測定では、戦争や石油流出の方がリサイクル、ボラ
ンティア福祉、高度教育等よりも高く評価されてしまい、何とも粗末な話である、まさに
消費すればする程に、産業界も国も栄えるという過ちに基づいた発想であり、皮肉なこと
に、結局キリスト教徒は自己満足と責欲の賛美に至ったのである、
　カール・マルクスによると、資本とは資源に労働を足した価値であるので、物価は資源
と労働の値段で決定されるべきであると言う．同様な論理から、自由経済主義の学者は価
値（値段）は需要と供給によって決定されるべきだと主張する．世界の経済情勢を見ると、
マルクス経済を営もうとした国の殆どが、自由資本主義に変わってきている。また社会福
祉を徹底しようとした国の殆どは、いくら所得税を上げても、医療費等の為に膨大な赤字
を抱えてしまっている．そこで自由資本主義の「勝利」を宣言する者もあるが、現状のま
まの自由資本主義には二つの致命的な問題点が潜んでいるのである。　　　先ず第一に、
需要と供給による値段の決定は、地球や人間に対する長期的な影響に対する配慮が全く無
いtt例えば、（a）製造過程や運搬過程における汚染の処理、副産物の処理（無駄に放出され
る熱等）にかかるコスト、（h）物の使用中に発生し環境に与える影響のコスト、（c）物の使用
後に、環境を守る為のリサイクルや再製する為のコスト、（d）永続的に同種類の資源やエ
ネルギーを次世代まで保証する為の開発・研究コスト、等が一切含まれてもいないどころ
か、考慮に入れられてもいない，これでは、永く維持可能な制度とはとても言えないであ
ろう、
　産業革命以前は、世界人口は未だ少なく、生産物の殆どが有機物であった為に、上記の
様な事を考えずに済んだかも知れないcしかし現在では、以上の四種類のコストを強制的
にでも企業に負担させ、そして消費者の払う物価にも反映させねばならない時代となって
いる：／EUのISO　1400等では既にその様な動きが始まっている様であるが、アジアやア
メリカでは認識不足や企業の反対等で、維持可能な経済制度の確率は依然進んでいない。
　資本主義のもう一つの致命的な問題点は、人間や物事に対する評価にある，即ち何事を
も「金」で評価してしまうこと自体が非常におかしいはずである。まるで収入の低い仕事
よりも給料の高い仕事や、土地価格の低い町よりも土地価格の高い町、値段の安い地元産
の製品よりも値段の高い舶来品が、絶対的に「偉い」かの様な錯覚が蔓延している。その
結果、人々の様々な価値判断が狂ってしまっている様に思われる一お金の為なら、真面目
に労働するよりは、上手に犯罪を犯した方が良いのではないか。主婦には収入が無いので、
子供を一心に育てるよりはパートに出て、子育てに時間を掛けない方が良いのではないか。
お金にならなければ、友情も愛情も要らないのではないか一以上の様な例から考えると、
資本主義のみの価値基準が如何に表面的で一元的であることはもう論ずるまでもない。こ
の価値基準は、環境にとって悪いだけではなく、人間の尊厳にとっても致命的である。
　人間の存在理由や存在価値は経済的なものではないということは、決して東洋思想だけ
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の主張ではない。しかし、明解な数字で物事を計る資本主義に対して、純粋宗教哲学だけ
では対抗出来ない側面がある。そこで日本の「道」の発想が特に役立っかも知れない。日
本的に言うと、人は生まれながら人間のDNAを持つ故に人であったりするのではなく、
人格を洗練し、磨いてゆく内に成人する、つまり人間に成るのである。多方面に渡り、こ
の様な訓練と成長を代表する業は、武道、茶道、華道、書道、合気道、能楽、俳句、将棋、
座禅、等の「道」である。それぞれの道の中で、単なる技術的習練のみならず、精神統一
と天人地への尊厳が育まれるのである、
　更に、資本経済の誤った「測定主義」に対して、日本の「道」にも「段」という位があ
る、但しこれらはお金銭のみで買えるものではない。集中力、忠誠、訓練、精神統一、忍
耐までもが要求され、ある程度客観的な評価によって「段」は上がる。従って金銭の蓄積
にも劣らない「やり甲斐」があり、周囲からも認められる誇りや満足感も有り得る。
　尚、これらの道は、若いうちに始めても、何十年もの熟練を要する。その結果、老人に
も相応しく、「経済的生産性を失った」とされる人こそ、道によって自尊心や尊敬を得られ
る立場に立っ事になる。若さの美と力を絶賛する若者中心の西洋文化に対して、老人にし
か出来ない掛け軸の筆、お茶の味、座禅の意義等を思いださせてくれる。その道を歩まれ
ている名人は、持っている富や物質の為ではなく、人格、洞察力、技術等の為に自然に尊
敬の対象となるのである．知恵、慈悲、忠実、仁等の「人徳」は、多くの東洋思想の中で
要求されてきた。人徳や人格自体はとても数字で評価出来るものではないが、少なくとも
「道」の「段」によって、人が師と拝むべき者の存在意義を多少とも公認する事が可能と
なるのである。そして金銭以外の目標や理想を若者に示す可能性を提唱しているとも言え
るであろう。
（8）　絶対的・普遍的価値体系から共通の価値観へ
　他の民族を知らない民族は、自分の世界観が唯一であると思ってしまう。ユダヤ・キリ
スト教・回教の場合、他民族に出会っても自分の信仰や価値の強化に繋がるだけであった。
地質学、古生物学、天文学等における発見及び偉大なる異文化との出会いによって、現代
になって初めて伝統的な宗教は大変な打撃を受けたのである。自分の宗教が唯一絶対的で
あるとは言えなくなるかも知れないことは、西洋人にとって大きなショックを与え、大き
く分けて二つの傾向を生み出した、つまり、一方で以前よりも一層強く自分の信仰を固守
しようとする新保守主義者を、他方では「神は死んだ、全ての価値は相対的であり、全て
の宗教は嘘だ」というニヒリストや実存主義者を多く輩出した。しかしながら、このいず
れのアプローチも余り建設的ではない。伝統的な価値体系を盲目に保護しても、或はむり
やり放棄しても、将来を生きる手掛かりにはならないからである。日本の戦後教育制度を
省みても、「歪んだ宗教的教育」を排除しようとした結果、倫理道徳教育は外国の道徳を丸
暗記するだけ、机上の学問に終わり、若者の犯罪防止にも及んでない，正しい倫理道徳教
育は必要であるが、しかし「歪んでいない」倫理をどの様に証明するかという問題が必然
的に生じるのである。
　このジレンマに対する解決策として、幾つかのアプローチが考えられる。一つは、謂わ
ば歴史人類学的なアプローチで、世界各国や巨大文明が栄えた時に維持された倫理道徳を
調査し、最低限の共通点を抽出する研究である。殺害、盗難、暴力、虚偽、近親相姦・強
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姦等が殆どの社会に於て禁止されている事は、そうでもしなければ社会自体を長期に亙っ
て維持出来ないからであろう、これは人類史を知る上でも大事な研究であろうが、但し過
去の歴史だけでは21世紀の新しい問題を全て解決出来るとは限らない点を注意しなけれ
ばならない，また解釈哲学的アフローチは、ジュルゲン・ハバーマスを始めとするフラン
クフルト学派に代表されると言えよう。人間交流やコミュニケーションの大前提にあるも
のを思考的に探求し、そしてそれをメタ・エシカル（超倫理的）なルールと見なす作業で
ある。ハバーマス達の「理想コミュニケーション共同体」を実現させる為には、例えば「平
等な立場」や「無強制」等の条件が挙げられている．但し、それは理想であり、実行可能
な行動でもないし、見方によっては「普遍的」と言うよりは、「西洋啓蒙主義」の尾を引い
ているとも批判されかねない．
　もう一つのアプローチは、謂わば未来i学の立場からのものである：／即ち、地球や全人類
が必ず出会うであろう状況を予測し、その対策としての倫理を作成することである、例え
ば、温暖化とオゾン層破壊、人口増加と食料不足、化石燃料の枯渇と核廃棄物処理不能に
よるエネルギー不足、高齢社会を維持する資金不足、貧富の格差による社会不安、等が挙
げられよう，これらの問題に伴い不可欠な倫理として、例えば生物類の多様性の保護と人
口制限、永続可能なサステーナブル・エネルギー開発とそれを機能させる為にのエネルギ
ー節約、老人介護制度確立や退職年齢の引き上げ、そして上述した様なあらゆる環境コス
トを企業と消費者に負担させる新資本主義等の具体的な生き残り作戦等が考えられるであ
ろう。
　古代の倫理と同様に、この様なルールを将来的に守らなければ、平和な人間社会の維持
は不可能だということが単純明瞭である。伝統的な西洋倫理は、神様にどう思われるかと
いう判断基準を第一に持ち出すのに対して、東洋の倫理はどちらかと言えば、世間にどう
思われるかという基準を重視してきた，今後その延長線上で、むしろ子孫にどう思われる
かという、生まれていない世代に対する責任感をも育成しなければならない時期にきてい
るのではなかろうか。
　これらの価値観は、人種、文化、宗教等を越えて、全人類にとって避けて通れないもの
になる、この新倫理の基準を導入する理由は、神様が思し召すからとか、支配者が強制す
るからとか、伝統的にずっとそうしてきたからとか、或いはその方が便利（楽、有利、等）
だからではないcもはや他に選択の余地が残されていないからである，平和な人間社会を
残したければ、無制限な人口爆発、エネルギー爆発、或いは熱帯雨林の様な生物絶滅は許
されないのである．そして一つの文化がこの倫理を守り、他の文化は守らなくても良い訳
は無い。村落の共同体で、全員が同じルールを守らなければいけないと同様に、「地球村」
の共同体では、各国が同じルールを守らなければ世界環境を守りきれない。であるからこ
そ例えば京都で12月に行なわれるCOP　3国際会議で二酸化炭素やCFCの排出量を世界
的なレベルで決定し、協力しなければならないのである。
　結果的に、21世紀は、快楽の世紀よりも恐らくは危機の世紀、窮屈な世紀、我慢の世
紀となることは、今から明白である，特に資源の無い日本の様な国は益々困難になるであ
ろう。しかし振り返ってみれば、何世紀もの間、日本は高密度な人口と高度な文明を鎖国
しながらも維持出来たのである（日本は二度と鎖国等しないであろうが、換言すれば現在
の地球全体が一つの鎖国、島国と言っても過言ではなかろう）．そこで日本的な価値観がも
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う一度役に立つ様になるのである、清貧の思想、忍耐強さ、佛教的に言うと「欲を抑さえ、
心を育む」ということになるかも知れない、日本が永久に贅沢出来る根拠はどこにも無い一
唯一の選択は、秀吉の様に、最後まで時代を無視し贅沢しようとして子孫まで何も残さな
いか、それとも個人欲を越えて社会のニーズに応え、親鷺、利休、二宮尊徳、北里（柴三
郎）等の様に、人類に偉大なる貢献を残すかのいずれかだけである／t長年、物質より人徳
を讃めたたえてきた日本からこそ、現代日本の若者のみならず、世界の若者にも希望を与
える新しい環境運度が生まれると、筆者は期待したいのである．永続可能な維持出来る地
球と人間社会を守る為に、日本はどの様な思想をかかげて世界をり一ドするか、大いに注
目されるところであろう、
